
- 13 - 

 

実践の内容 研究の成果 今後に向けて研究の概要はじめに

自分 相手

伝
え
合
う

インタラクション練習
パフォーマンス課題

領
域
統
合
型
授
業
を
つ
な
ぐ
帯
活
動
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題

パラフレーズ練習

システム音読練習

パラフレーズ練習

システム音読練習

個人での領域統合①

相手のある領域統合②

個人での領域統合①

図 1 領域をつなぐ言語活動の関連図 

  

世界の急速なグローバル化を受け，コミュニケーションツールとしての「使える英語」の獲得を目指して，

日本の英語教育は大きな変革を求められている。コミュニケーション能力育成のためには，生徒が英語によ

るコミュニケーションに自信と喜びをもち，よりよいコミュニケーションを目指して積極的に次のステップ

へ向かえる学びを授業の中で展開する必要があると考える。生徒自身が学習に見通しをもち，自身の目標設

定や振り返りを重ねながら自分の伸びを確認できるように，つながりのある言語活動と学びの過程の見取り

を通して，主体的に学びへ向かう姿の育成を目指して研究を進めた。 

 

第１章 英語教育に求められているもの       

第１節 英語教育における課題と 

目指している方向性 

 新学習指導要領解説では英語教育における諸課

題が指摘されている。その課題の一つである「複

数の領域を統合した言語活動」の不十分さは京都

市においても見受けられる。また，新学習指導要

領でもその必要性が強調されている「見通しと振

り返り」についても課題が散見され，英語科の視

点からの取組を充実させていく必要性がある。 

 

第２節 1年次の研究 

１年次の研究では，「読んだり聞いたりして理

解した内容をもとに，そこから得た情報や表現を

活用しながら，相手意識をもって表現の仕方を工

夫し，自分の気持ちや考えを伝えるために英語で

積極的にコミュニケーションを図ろうとすること

ができる生徒」の育成を目指した。複数の領域を

統合した言語活動を軸に研究を進める中で，それ

ぞれの領域をつなぐ手立てが必要であると考えた。 

 図 1は領域をつなぐ言語活動の関連図である。 

手立てとし

て，パラフレ

ーズ練習，シ

ステム化され

た音読練習，

インタラクシ

ョン練習等を

実践に組み込

み，一定の成

果が見られた 

ため，これらを基盤にし，2年次の研究を進めた。 

 

第２章 主体的に英語でのコミュニケーション能力 

を高めようとする生徒の育成を目指して 

第１節 研究の構造とその具体 

図 2 は本年度の研究の構想図である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習への動機付けや興味関心を持続すること

はもとより，英語でのよりよいコミュニケーショ

ンに向けてさらに主体的に学びへ向かうことがで

きるように，つながりのある言語活動と学びの過

程の見取りという二つの柱から実践を進めた。 

 

第２節 つながりのある言語活動について 

つながりのある言語活動を次のように整理する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３節 学びの過程の見取りについて 

 生徒が主体的に学びへ向かうために，次の二つの

視点から学びの過程の見取りに迫る。 

 

 

 

 

第３章 研究の実践 
 

第１節 つながりのある言語活動の実践 

報告 594 

英語科における生徒が主体的にコミュニケーション能力を 
高めようとする授業の創造（2 年次） 

－つながりのある言語活動と学びの過程の見取りを通して－ 
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①複数の領域を関連付けた言語活動 

（１）ユニットラウンド制 

（２）パフォーマンス課題 

②ユニットラウンド制とパフォーマンス課題の充実

につながる帯としての言語活動 

③相互評価や活動形態の工夫による生徒間のつなが

りを大切にした言語活動 

①CAN-DO リストを活用した英語学習ポートフォリオ 

②見通しと振り返りのデザイン化 

図 2 研究の構想図 
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 つながりのある言語活動の中でも中心となるの

が複数の領域を統合した言語活動として展開する

ユニットラウンド制である。 

図 3はユニットラウンド制を導入した一つのユ

ニット（単元）における授業の流れを表したもの

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 各領域をラウンドとして位置付け，それぞれの

ラウンド毎に異なったタスクを配列した。ユニッ

トを通して一つのストーリーが展開される教科書

の性質を生かし，Part 1 から Part 4 までをそれ

ぞれ分けて指導するのではなく，まずは「聞く」

ラウンドで四つの part を通した言語活動を展開

し，「読む」「話す」「書く」のそれぞれのラウンド

においても同じ流れで授業を展開した。「聞く」ラ

ウンドではストーリーの全体像の把握，「読む」ラ

ウンドで詳細の読み取りに進み，「話す」「書く」

ラウンドでもう一度全体を捉えさせた。そうする

ことによって，生徒の思考もつなげることが可能

になると考え，実践を進めた。 

また，教科書の内容に関して聞いたり読んだり

して得た情報をもとに，自分の考えを話したり書

いたりして伝える領域統合型の授業展開における

最終の「話す」「書く」ラウンドにおいて，即興性

と正確さのバランスを考えたパフォーマンス課題

を設定した。 

 

第２節 学びの過程の見取りの実践 

 単元において計画的に見通し・振り返り活動を

組み込むため，①結果と過程の見通し，②結果と

過程の振り返りの 2段階に分け，実践を進めた。 

 また，図 4 に見るように，それぞれのラウンド

毎のスモールステップによる段階的，かつ明確な

目標を達成していく中で，生徒の課題や伸びが把

握できると考えた。その学びを可視化するために，

図 4のように CAN-DOリストを活用したポートフォ

リオを作成し，目標に対しての自分の達成度を自

己評価できる仕組みを整えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４章 研究の成果と今後の課題 

第１節 研究の成果 

二つの単元においてユニットラウンド制を導入

した授業を通して，「英語の力がついたと思うか」

を生徒に問うたところ，90%の生徒からその効果を

実感しているという肯定的な回答を得た。到達目標

に達していない生徒たちの中では，80％が「そう思

う」と回答し，一定の成果を見ることができた。 

また，結果や過程の見通し・振り返り，そして英

語学習ポートフォリオを使用することで各時間，単

元等のねらいを生徒と指導者が共有し，生徒自身も

逆向き設計の中で授業に取り組むことができた。 

 

第２節 今後の課題 

より効果的にユニットラウンド制での授業を展開

するにあたり，実践から見えてきた課題を解決すべ

く，図 5のような授業の流れを考えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 読むラウンド②においては各 part 毎に指導を展

開することで，全体→詳細→全体の形を崩すことな

く，より効果的にユニットラウンド制を展開できた。

また，その展開を可能にするための時数確保につい

ては，年間計画の段階で，各ユニットの指導に軽重

をつけることで解決できると考える。 

図 3 ユニットラウンド制による単元における授業の流れ 

図 4 CAN-DOリストを活用した学習ポートフォリオの一部 
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図 5 より効果的なユニットラウンド制 
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